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May 31, 2026 特集	 イベントの安全をデザインする

　入社式でヘルメットを手渡された。英語を

学び国際物流会社に就職したはずが、現場作

業員に？と戸惑った自分も、ヘルメット姿で外

国籍の貨物船に乗り込みオフィサーと渡り合

う日常にすぐ慣れた。一か月ほどたったある日、

もう一つのヘルメットに出会った。船会社の

VIPを観光にご案内した際に、歴史資料館の

甲冑の展示へ。「侍っぽさがクール」と好評だっ

た。事前に辞書で兜の英訳を調べたら、ヘル

メットと書いてあった。

　戦国武将の兜は命を守ると同時に、自己表

現の舞台だった。伊達政宗は三日月で妙見信

仰を示し、織田信長は別名「勝ち虫」のトン

ボで不退転を誓い、直江兼続は軍神への崇敬

を「愛」の一字に込めた。命がかかる場所ほど、

かぶるものに意味が宿る。

　かつて自転車用の白ヘルメットは詰襟の学

生服と合わせてダサさの象徴だったが、今は

スポーツタイプやカジュアルなデザインへと進

化した。JA 共済連の調査ではヘルメット着用

が「かっこいいと思う」が 42.6%、OGK カブ

トが高校生に行った調査では着用した 85％以

上が「安全意識が高まった」と答えている。

　世界最古のヘルメットは紀元前 2600 年頃の

シュメール人のもの。その当時から防護用だ

けでなく、儀礼用のものもあったという。いま

も残る五月人形の鎧兜は子どもを守る願いだ。

展示会の華やかな会場の裏側には、設営・撤

去作業の危険もある。ヘルメットはそこで働く

人の身体の安全を守る防具であり、イベント

の無事と成功を祈る儀礼でもある。
（編集部・田中力）
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混在作業（カオス）な
現場の見えないリスク

　展示会の施工日。ブースでは A 社の施工業

者が壁面を組み、数メートル先の隣のブース

では B 社の出展担当者が什器を配置し、通路

向こうでは搬入トラックが荷下ろしをしてい

る。製造業や建設業と異なるイベント設営現

場の特性とは、多数の会社が互いの作業計画

を知らないまま同一空間で同時に動く“ 混在作

業現場 ” であること。建設現場ではゼネコン

が元請けとして全体を統括するが、イベント

現場には必ずしも一元的な指揮系統がない。

　「各社の作業計画を共有して、ゾーニングや

時間帯調整を行うことが必要ですが、短い施

工期間で多くの出展者と施工業者がいる展示

会では難しいのも理解できます」と中央労働

災害防止協会技術支援部の大沼満さんは現状

を語る。同じ技術支援部の赤羽輝之さんが示

したのが、道路工事現場での工程掲示を応用

するアイデアだ。「自社の作業以外に、他ブー

スのデザインや作業工程などすべて把握する

のは情報が多すぎる。土木の現場で工程表が

掲示されているのを見ると思いますが、同じよ

うに、何日の何時からどこの業者さんがこうい

う工事をするというのを見える化するのはどう

でしょう。

　これによって他社作業の工程を把握しやす

くなり現場運営上の混乱を避けることにつな

がります。さらに、隣接するブースと声を掛け

合って作業することでリスクの低減につなが

るでしょう」。

非定常作業・短期就労と
安全具未着用の解消
　加えて問題なのが「非定常作業」の性格だ。

製造業の生産ラインは定常作業が多く、リス

クアセスメントが事前にできるが、イベント現

場は数日でゼロから空間を作り上げる非定常

の連続で、毎回メンバーも会場も変わる。計

画通りに進まないことが常態であり、それがそ

のままリスクの増大に直結する。

　混在・非定常という構造的問題への有効な

アプローチが KYT（危険予知訓練）だ。作業

前に危険ポイントを複数人で予測・共有する。

イベント業界でも大手施工会社を中心に全体

朝礼での KYTとヒヤリハット共有がはじまっ

ているが、業界全体への定着には至っていな

い。限られた時間と人員の中でどこから始め

るか。赤羽さんは「まず禁止事項を明確にす

ること」を勧める。「指示された業務以外に手

を出すな」「勝手に現場を離れるな」といった

最低限のルールに絞り込んで最初に伝えるこ

とが、安全底上げの最も現実的な第一歩だ。

　もう一つの課題が短期雇用者への教育だ。

人手不足や就労の多様化で短期労働者は増え、

定期就労であっても工期 2 〜 3日の現場では

十分な教育時間が構造的に取りにくい。安全

衛生管理支援課の石松みずきさんが提案する

のが「事前 eラーニング配信」だ。現場に来

る前に派遣会社や求人プラットフォームを通

じて安全動画を視聴してもらう仕組みだ。製

造業で広がる「入構時 1 時間教育」の取組み

演出や集客と違い、イベントの安全は大切ではあるが、問題が起きて初めて気づかれ、何も起きなければ評価されず、“ やらなけ
れば ”と義務的に取り組むことにもなりがちだ。しかし見えづらいものを付加価値に変えるため、安全をデザインし、現場をつく
る人、出展する人、参加する人、の無事を守る小さな革命が、各所ではじまっている。その実践と知恵を、本特集で問いかける。

年間 6,000 人超だった労働災害死亡者数を 700 人台へ。1964 年の設立以来、60 年にわ
たり職場の安全衛生活動を支えてきた中央労働災害防止協会（中災防）に、イベント・展示会
現場が抱える安全課題と処方箋を問いかけた。

隣のブースで何をつくるか知ってますか？
３つのリスクを解消するルールと文化

中央労働災害防止協会

イベントの安全をデザインする 
―― 現場をつくる人、出展する人、参加する人、三者の無事をつくる小さい革命

東京　神奈川　千葉　大阪　宮城
https://www.j-ss.jp/
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に倣い、「現場に来てから始めると双方が損を

する」という意識を雇用者側が持つことが求

められている。

　建設現場や製造工場などでヘルメットを着

用しないことは「ありえない」が、イベント設

営現場では以前より向上している。また未着

用の人の姿も見られる。大手施工会社のスタッ

フでは着用が徹底されているが、アルバイト

スタッフなどでは未着用も散見される。自社

ブースを設営する出展者ではさらに着用率は

低い。出展者の意識は、「義務付けられていな

い」、「考えたことがなかった」、「ヘルメットが

ない」といった状況だ。

　この意識を解決し、着用を徹底するには、

どのような方法が考えられるだろうか。

安全配慮義務と付加価値化
文化を根付かせるために
　「企業が従業員を守る安全配慮義務は、違反

したからすぐ刑罰をうけるというわけではあり

ませんが、事故や被害が発生した場合に、損

害賠償請求を受けるケースや労働安全衛生法

上の安全措置義務違反を問われるケースがあ

ります」（赤羽さん）。「製造業では工場内の事

故は直接の責任がなくても企業名や工場名が

報道される、という意識から、敷地内では他

社からの訪問者も含めて全員に安全指導を徹

底する動きが広がっている。イベントで事故

が起きれば報道に出るのは施設名ということも

あり、刑罰や損害賠償に加えて、ブランディン

グの低下と機会ロスは大きなものになるでしょ

う。そういうこともあり会場施設が安全ルール

を定め、主催者、出展者、施工業者に徹底さ

せる構造が現実的と思う」と大沼さんは話す。

　義務化する方向だけでなくインセンティブ

にする手法も検討できる。製造業では「休業

度数率」（100 万延べ実労働時間あたりの死傷

者数）の公表が定着しており、数値悪化が取引・

採用に影響する構造が安全意識の向上を促し

てきた。CSR・ESG の観点からも安全衛生指

標の見える化は今後イベント業界にも波及す

るだろう。

　自転車ヘルメットの努力義務化後に被って

いる人が増えたのも、飲酒運転が激減したの

も、罰則強化と社会規範の転換が組み合わさっ

た結果だ。明確なルール化と徹底化すること

で、“当たり前 ”になる。日本の産業界の災害

件数を減らしてきた中災防の安全文化の定着

プロセス「できることからやる」、「言葉にして

伝える」、「規範として根付かせる」は、イベ

ント業界が今歩んでいる道にそのまま重なる。

　石松さんは、中災防のリソース活用を提案

する。会員にならなくても、100 人未満の事業

場なら安全衛生に関するメール・電話での無

料相談が可能で、現場の確認、希望テーマへ

の出張講演（出前講座）も無料だ。管理監督

者向けKYT研修や集合教育のほか、約1時間・

約 3,000 円のオンデマンド動画「アラカルト講

座」（熱中症・化学物質管理等）も新たに配信

を開始した。中災防のウェブサイト（https://

www.jisha.or.jp/）から相談窓口にアクセス

できる。

中央労働災害防止協会	 技術支援部　技術指導課長　大沼 満さん（左）

	 技術支援部　技術指導課長補佐　赤羽 輝之さん（右）

	 技術支援部　安全衛生管理支援課長　石松 みずきさん（中央）
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インテックス大阪では、信号機になぞらえたヘルメット着用推進の取組みを試験
運用。安全月間リボンは日本展示会協会と共同で、業界全体の意識改革も図る。

危険なのは混在作業
見える化で情報共有

（一財）大阪国際経済
振興センター　
インテックス事業本部 
営業・催事運営担当

伴海 康太さん

ヘルメット着用への試行錯誤
意識改革を業界全体へ

インテックス大阪

　インテックス大阪が現在注力するのが、施

工現場における安全対策の強化だ。同施設は

貸出期間中の安全管理については主催者側の

管理に委ねているが、展示会業界全体で安全

意識が低いとされる現状と、本来安全を管理

すべき主催者側に安全教育の場が少ないこと

も踏まえ、施設として業界全体への発信を強

めてきた。その中心に据えるのがヘルメット着

用ルールの整備と、安全月間リボンを通じた

業界横断の意識改革だ。

　ヘルメット着用義務化の動きは、2024 年の

安全大会に端を発する。大会を企画するため

のヒアリングの段階で、施工業者や協力会社

から着用の推進強化を求める声が上がり、イ

ンテックス大阪はその年の大会で義務化を宣

言した。しかし動き出すと課題が次々と浮上

した。誰がヘルメットを用意するのか、出展

者にどう着用を促すのか、運用ルールをどう

設計するのか——。「『やります』と宣言した

ものの、決めてからも課題がいろんなところで

浮き彫りになってきて」と伴海康太さんは振り

返る。義務化を宣言してから正式施行にたど

り着くまで、数年にわたる試行錯誤の日々が

続いた。

　苦心の末に生み出したのが、「信号機」にな

ぞらえた三段階のルール設定だ。搬入・撤出

期間の時間帯や作業状況に応じて、ヘルメッ

ト着用を “ 任意（青）”、 “必須（赤）”、“ 推奨

（黄）”に区分する。初日午前の墨出しなど軽

微な作業のみの時間帯は“ 任意 ”、ピットが開

放されて車両や資材と壁面の立ち上げ、出展

者が入り交じる時間帯は“必須 ”、搬入最終日

に大まかな設営を終え、危険作業が混在しな

い段階では“ 推奨”というイメージだ。天気予

報を出すように、当日の搬入出の現場を想像

し、どの時間帯が “必須（赤）”で“ 推奨（黄）”

なのかというところを出展者マニュアルの中で

発信いただくことを想定している。

　「展示会業界の中で危険なのは、やはり混在

作業なんですね」と伴海さんは強調する。作

業が交錯しない時間帯にまで一律に着用を求

めるのではなく、リスクを的確に見極めて必要

な対応を求めるのが同施設の基本姿勢だ。

　このルールを機能させるため、施設利用前

に主催者が搬入・撤出スケジュールをまとめ

た「安全作業計画書」を作成・提出する仕組

みも新たに導入する。ただし、施設側が現場

作業を細部まで管理・指示するわけではない。

「私たちは施設管理の立場で、実作業を直接コ

ントロールする立場ではないので」と伴海さん。

作業管理の責任主体はあくまで主催者である

ため、「安全作業計画書」の準備をしてもらう

中で、そもそも作業の混在が生まれないよう、

時間軸や作業区画の整理をしたり、その日の

危険予知ミーティングを依頼することで、主

催者と、作業の主体となる施工業者とのコミュ

ニケーションを促進させることをひとつの目的

としている。今年 9 月から試験運用を開始し、

来年 4 月の正式施行を目指す。安全はコスト

でもあるという現実を踏まえ、当面は主催者

への過大な負担を避けながら段階

的に定着を図っていく方針だ。

　安全意識の波及を自施設にとど

めない取り組みも進んでいる。イ

ンテックス大阪はこれまで約 9 年

間にわたり安全大会を開催し、

2024 年から、展示会業界が繁忙

期を迎える毎年 9 月を安全月間と

設定し、「安全月間リボン」を制作・

配布してきたが、今期から（一社）日本展示

会協会（日展協）と共同でこの取り組みを行

うこととなった。

  施設だけでなく主催者や施工会社など多様

な立場の会員を擁する日展協を通じることで、

配布ルートが格段に広がり、業界全体へのボ

トムアップの波及が期待できる。制作は引き

続きインテックス大阪が担い、収益事業とし

てではなく、業界全体に対する安全啓発の一

環として位置づけている。

　リボンには目に見える「安全のシンボル」と

しての機能を期待する。「全国の展示会の現場

で、本人もそうですし、目にする人にとっても

安全のアイコンになって発信されることが大

事」と伴海さんは言う。着用者自身の意識喚

起にとどまらず、現場全体に安全を想起させ

る装置として機能させることが狙いだ。施設・

主催者・施工会社・出展者が連なる複雑な構

造を持つ展示会業界で、安全意識を末端まで

浸透させることは容易ではない。だからこそ

「安全の波を業界全体に広げたい」という思い

を胸に、同施設は今日も発信を続けている。

左）今年の安全月間リボン　
右）昨年の安全大会のようす
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構造的問題と現場のリアル
主催者・施工装飾会社・出展者、151 人の声

イベントの現場では主催者・施工装飾会社・出展者の 3 者がそれぞれ
異なる立場で安全に向き合っている。アンケートでは「熱中症対策」へ
の関心が高い一方、「ヘルメット着用」でさえ徹底が難しいという意識
の差も浮き彫りになった。自由回答では、人と組織の連携、安全意識と
ルール、工期・工程の設計など、構造的問題や見えづらい共通課題も浮
かび上がる。この声から、現場に実装できる安全をともに考えたい。

調査内容
• 調査名：イベントの安全をデザインする
              アンケート
• 調査対象：イベント主催者・施工装飾会社・
                 展示会出展者
• 調査方法：Google フォームによるウェブ
                 アンケート
• 調査期間：2026 年 5 月 15 日〜 21日

・回答者151名の内訳 

Q 【主催者】出展者のヘルメット着用ルールについて
   貴社・団体が主催する展示会ではどう運用していますか?　   

Q この1年間で、設営現場でヒヤリとした経験／報告を受けたことは
   ありますか?（複数回答）　   

■ヘルメット着用について　   

■ヒヤリとした経験・報告について　   

Q 【施工装飾会社】出展者にヘルメット着用を
   求めるとどんな反応が多いですか?（複数回答）

Q 【出展者】ヘルメット着用について
   率直にどう思いますか?（複数回答）

151人  

72人・47.7%  
施工・装飾会社 60人・39.7%  

イベント主催者

熱中症・脱水・体調不良

高所作業中の事故・ヒヤリ

重量物の運搬・落下

工具・電源コード・配線関連

落下物（パネル、什器、照明など）

フォークリフト・台車との接触

出展者のルール違反
（軽装作業、無理な持ち込みなど）

来場者の事故

19人・12.6%
展示会出展者     
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『熱中症・脱水・体調不良』は最頻出

左記のグラフでは、【ヒヤリハット経験・報告】の上位8項目を抜粋した。10件未満の回答は、下記の通り

●「主催者」の回答（各 1 件）
「配線工事でのトラブル（床にコゲができた）」、「他イベントの出展者が子連れで来場し、子どもが設営中走り回ってい
た」「搬入口の衝突事故」「紛失や盗難」

●「施工・装飾会社」の回答（各 1 件）
「撤去時の運搬」「映像機材」「造作物の転倒」「展示物破損事故」「局所的サーバーアクセスの負荷」「撤去前の空
ケースの移動」「装飾資材落下による出展機材破損」「部材の接触による天井接触・破損」「職人同士の接触」など

●「出展者の回答」の回答
「通路が狭く、人とぶつかりそうになった」（3件）「郵送した荷物の紛失」（1件）
最も回答の多い『熱中症・体調不良』は、これからの季節、立場を問わない最重要課題として注意喚起が必要だ。また、
少数報告であっても早期に収集・共有することで、事故を未然に防ぐ活用が求められる。

施工・搬出時にはヘルメット着用が求められるが実際の現場では、施工・装飾会社では徹底されているものの、
立ち合い時の出展者へのルールの徹底や、強制は難しいという実態がある。出展者側も「求められたことがない」。
一方で「重要だと感じる」の意見も

●主催者
＜人・組織の連携＞
・会場ルール、主催者ルール、担当会社のルー

ルの優先順位と適用範囲の設定
・新規施工業者との現場で会場との調整が不

十分なため、設営時にトラブルになりかけた
＜安全意識とルール＞
・会社によって、安全管理のレベルの差が大

きい
・安全に対する意識に個人差がある
・こちらから安全対策は積極的に持ちかける

ことが必要
＜工期・工程の設計＞
・設営より撤収の時の方が危ない。（中略）撤

収の時は出展者も施工さんもみんな急いで
いて事故りそうになったことが多々あります

＜熱中症対策・空調問題＞
・夏場の熱中症対策については、出展者・施

工会社に加え、会場側の対策も必要だと感
じる ( 抜粋 )

＜自然災害・非常時対応＞
・自然災害が増えている昨今、その対応をルー

ル化した方が良い気がする。場当たり的な
対応だと現場が混乱しそう

●出展者
＜安全意識とルール＞
・これまで事故は経験したことないが、危険

を感じたことは複数回ある。主催者から何か
安全について、口頭などで指示や案内があっ
た記憶はない

＜廃棄物の放置＞
・施工日における通路の整理、通路ゴミのこ

まめな撤去。通行できないし大変危険。通
路に置くことが慣例になっているが、指定さ
れた場所に持っていくという方法でも良いの
でルールを整備してほしい

＜施工会社選定・発注管理＞
・施工会社を自社で頼む場合と、主催者が手

配される場合があり、自社で依頼した場合
の意識として、安全面にももっと配慮が必
要なのだと感じました

＜熱中症対策・空調問題＞
・搬入日は暑いです。仕方ないかもですが、、、

●施工・装飾会社
＜人・組織の連携＞
・設営時間・撤去時間が少ない。焦らされる為

危機管理が劣る。余裕を持った設営時間枠
と撤去時間枠があるとよい 夏の日中の作業
はほんとに危ない

・設営・撤去工程において、各作業の依存関
係が十分に考慮されておらず、結果として安
全確認や適切な施工手順を確保する時間が
不足していることに強い危機感を持っていま
す（一部抜粋）

・各セクションの連携が曖昧なので、施工管
理者をたてる必要がある現場が多い

＜安全意識とルール＞
・建設業のような安全基準がなく、どちらか

というと各企業に委ねられている気がする 
（一部抜粋）
・喫煙管理、ヘルメット着用、脚立作業、車

両の運転などの安全管理については、警備
員の声掛けにはとても寂しい対応をされてし
まいます。それが、原因で退職する警備員
もおります（一部抜粋）

・通路内の方が心配です。日雇い労働者の中
には高齢の方や、あまり周囲のことを考えな

い人がいて、ものを運んでいる時に、平気で
ぶつかってきます。日雇いの労働者等にどの
ような新規入場者教育を施すかはとても大
事なのではないかと感じています（一部抜粋）

＜工期・工程の設計＞
・深夜に及ぶ設営作業のため、注意力の低下

から危険な状態が発生しやすい
・工期が短く、施工会社作業日程と出展者作

業日程を完全に分けることが困難なため、施
工会社作業の近くで出展者作業が行われる
場面があること

＜作業環境と動線＞
・小間どうしの導線の狭さ、搬出時の出展者

含め各社一斉作業による危険予知の難しさ
・木工裏や壁裏など、立ち入る可能性が少し

でもあるなら設計の段階で人一人入れる余
剰が欲しい（一部抜粋）

・高所作業が発生した際に脚立等が安全に設
置できない状況となっていることが多い

＜熱中症対策・空調問題＞
・展示会によりますが、夏場の設営初日に該

当する日に会場内の空調 ( エアコン ) を入れ
ない事がある ( 出展社が入る設営最終日等は
エアコンは入っている事は多いですが ...)

＊複数回答。両者で設問が異なるため単純比較ではなく参考値として掲載
＊「特になし」の回答も48件（主催者24、施工装飾会社16、出展者8）

60件  

20件・33.3%  
会場に任せている

（63件）

（19）

（17）

（16）

（14）

（10）

（10）

（10）

12件・20%  
厳格にルール化し、徹底している

10件・16.7%
特にルールを設けていない

9件・15.0%  
ルールはあるが、

徹底できていない

9件・15.0% 
推奨はしているが

義務化はしていない

強く言えない（自社スタッフは徹底） 27件

そもそも、出展者に配布していない 27件

素直に従ってくれる 16件

持って歩くだけの場合が多い 3件

「短時間だから」と断られる 2件

「スーツに合わない」と断られる 他 13件

重要だと思う 9件

着用を求められたことがなく、考えたことがない 8件

必要だが、面倒に感じる 4件

配布されないので、着用しようがない 2件

短時間の作業では不要に感じる 1件

スーツや服装に合わない 1件

会場側がもっと厳しくルール化してほしい 1件

■３者が抱える、現場の課題

紙面の都合上、割愛している場合があります。
自由回答全文は Web 記事にて掲載

施工装飾会社
イベント主催者
出展者
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　大嶋康彰さんと Interop の縁は

1994 年の学生時代にさかのぼる。米

ラスベガスの COMDEX にインター

ンとして参加した際に Windows 95

発表の熱気を感じ、インターネット

普及が始まる前の Interop を見学し

たのが最初の出会いだ。その後ナノ

オプト・メディアに入社して 30 年

余り、この一つの展示会と歩み続

けてきた。入社当時にあったデー

タショウやコミュニケーション東京

は CEATEC へと変わり、ネットバ

ブル崩壊やリーマンショックのたび

に多くの展示会が姿を消した。本家

のアメリカの Interopも独立開催を

終え、現在はコミュニケーション・

コラボレーション分野のイベント

「Enterprise Connect」に統合され

ている。今や日本の Interop は、こ

の分野のパブリックショーとして世

界でも唯一に近い存在だ。「海外に本

社がある企業さんも注目いただいて

いる。本気でやれる公開の場として

見てもらえている」（大嶋さん）。

産学一体の ShowNet が
つくる「生きた実験場」
　Interop 最 大 の 特 徴 の 一 つ が

「ShowNet（ショーネット）」だ。展

示会期のためだけに産学のエンジニ

アが自社機器を持ち寄り、本物のイ

ンターネット環境を会場内に構築す

る実証実験の場だ。インターネット

規格は各社で実装に差が生じ、自社

製品同士はつながっても他社とつな

ぐと不具合が出る課題は創設から繰

り返されてきた。アメリカの Interop

が ShowNet を廃止した後も、日本

だけが継続。「それが支持され続けて

いる一番の理由だと思っています」。

　ShowNet には各分野のエースが

集うネットワークオペレーションセン

ター（NOC）を中核に、一般公募の

学生や社会人が ShowNet チームと

して参加する。準備は10月に始まり、

5 月末に展示ホールへ搬入、2 週間の

事前検証を経て本番を迎える。ゼロ

からラックを組みケーブルを引く体

験が若いエンジニアを育て、数百人

規模のコミュニティを形成してきた。

「年に 1 回の展示会で終わらない要

素こそが Interop のフラッグシップ」

（大嶋さん）。

AI インフラと同時開催展で
来場者層の裾野が広がる
　今年のテーマは“AI インフラ”だ。

Interop が扱うのは AI を“ 使う側 ”

ではなく“インフラ側”——通信、エ

ネルギー、データセンター、ネットワー

ク機器だ。NTT が推進する IOWN

（アイオン）構想など次世代光通信技

術から、昨年始まった特別企画「デー

タセンターサミット」まで、AI 社会

を下支えするソリューションが幕張

に集まる。実行委員長の村井純教授

主導による宇宙×インターネットの

セッションも好評だ。

　 今 年 か ら「AI Native EXPO」

が同時開催に加わる。「APPS　

JAPAN」から来場者の関心シフト

に合わせてリニューアルしたもので、

開発・運用・業務実装・ガバナンス

の 4 軸で展示とセミナーを構成する。

「Vision AI Expo」はデジタルサイ

ネージジャパンから派生し、ロボッ

トや自動運転など「フィジカル AI」

の応用分野をカバーする。「中小企業

さんもAI 対応が遅れているところ

が多い。ぜひ見てほしい」と大嶋さん。

今年は増床も後押しし、目標の15 万

人達成への期待が高まる。

通年のセミナーと
Best of ShowAward
　ナノオプト・メディアが “メディア”

を自称するのには理由がある。テー

マ別セミナーを年間を通じて開催し、

出展者・来場者との接点を展示会期

以外でも維持する。展示会と対等な

セミナー事業の運営こそが、展示会

専業主催者との大きな差別化だ。

　同展の名物がBest of ShowAward

だ。500社超の出展者からエントリー

される新製品・サービスを、業界の

メディア関係者・学識者らによって

構成される審査委員会が評価する。

技術革新性、市場性、価格の妥当性

など多角的な基準で選考し、Interop

会期 1日目に受賞企業が決定する。

また、受賞製品の一部は、審査員が

登壇するセミナーでも紹介される。

近年は AI 活用度も評価のポイント

に加わった。「Interop は出展者の熱

量がハンパない」という評判が業界

に定着しているのもその表れだ。

　「AI を使う側も作る側も、技術の

今を目で見て体感できる。3日間を

通じてセミナーと展示を組み合わせ

て学んでほしい」と大嶋さんは呼び

かける。インターネット社会からAI

社会へ——32 年間現場で見続けて

きた主催者の言葉に、業界全体を底

上げしようとする想いがにじむ。

インターネットの進化を支えた 32 年
AI インフラの時代へ

1994 年、インターネットという言葉がまだ一般に届いていなかった時代に産声を上げた Interop Tokyo。以来 32 年、
ネットバブルの熱狂もリーマンショックもコロナ禍も乗り越え開催を続けてきた。2026 年 6 月10 日（水）から12 日（金）
の 3 日間、「Interop Tokyo 2026」として開幕する同展示会。主催する株式会社ナノオプト・メディア代表取締役社長
の大嶋康彰さんに歩みと見どころを聞いた。

㈱ナノオプト・メディア
代表取締役社長 
大嶋 康彰 さん     

開催概要
名　　称：Interop Tokyo 2026 
会　　期：2026 年 6 月10 日（水）〜 12 日（金）
会　　場：幕張メッセ　
同時開催：デジタルサイネージジャパン（DSJ）、
              AI Native EXPO、Vision AI Expo 他
公式サイト：https://www.Interop.jp/

Interop Tokyo 2026“ ”
展示会  開催宣言！

【展示会開催宣言】

ShowNet はインターネット環境を会場内に構築する実証実験の場

セミナーではインターネット、AI、IT に関わる最新情報・技術が共有される
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40年の現場が育てた“多彩な事業の経験 ”
から描く次の一手

――就任から2ヶ月。今の気持ちは

磯部　まだ実感がない、というのが本音です。

就任前から2 年ほど業務統括を担っていたの

で、やることはそんなに変わっていない。前社

長（分部至郎氏）も取締役でいますし、肩書き

が変わっただけだなという感覚ですし、実務的

にはわりとスムーズに入れています。

――前社長・至郎氏、創業者・日出男氏から引

き継いだものとは

磯部　「とにかく利益を出す、赤字にしない」

という精神です。会社が厳しい状況になったこ

とも何度かありましたが、創業の二人の、“ 社

員を養う”という強い責任感をそのまま引き継

いでいます。ビジョンや理念をあまり語らない

方たちでしたが、「この業界でインディペンデン

トとしての独立性を保ちながら、会社として成

長」という軸は大事にしたいと思っています。

――磯部さん自身のキャリアの強みはどこにあ

ると思いますか

磯部　当社の社員はユニット間を横断すること

が少ないのですが、私はレーザーのオペレー

ターから始まって、20 代で福岡の営業所長、

機材の営業、企画制作のプロデューサー、上海

の合弁会社（上海光泉会展有限公司）の董事

総経理と、ほぼすべての現場を経験しました。

経営者として数字だけでなく、現場のトラブル

や代理店さんとのもめごとを聞いたときに、「こ

ういう解決法があるよ」と自分の経験値から見

える。機材レンタルも映像制作も、全部経験し

株式会社レイ 代表取締役社長

磯部  陽一 さん

2026年3月、株式会社レイに初めて創業家以外の社長が誕生した。映像機材
レンタル（ショーテク）、映像コンテンツ制作（クリエイティブデザイン）、ポストプ
ロダクション（McRAY）、イベント・プロモーションの企画制作（コミュニケーショ
ンデザイン）という4事業を擁するレイを率いることになった磯部陽一新社長は
レーザー演出のオペレーターとして入社して以来、現場・営業・企画・海外経営と
約40年をかけてすべての現場を歩んできた。

ているのが強みだと思っています。

――ショーテクの現状と戦略を教えてください

磯部　今はエンタメ市場が全体的に好調です。

まずはここに投資しながら、エンタメ業界の映

像演出会社で圧倒的な第2 位の地位を固めるこ

とが近い将来の目標です。トップのヒビノさん

の背中を追っていきたい。機材投資と並行して、

中国・深圳のメーカーと新しい LEDの共同開

発もやっています。コンサートの演出家から「こ

ういうものがあったら」という声を聞いて、開

発費をうちが持って試作品を作らせる。そうい

う仕掛けも動かしています。

――新しいショーテクニカルセンターのコンセ

プトを教えてください

磯部　倉庫スペースが不足して移転を考えて

いたところに、旧オフィスに近い東京流通セン

ター（TRC）のワンフロア全部を借りられるこ

とになり、どうせなら倉庫だけでなく、元気に

楽しく働ける環境を作って、お客さんを堂 と々

呼べる場にしようということになりました。オ

フィスもきれいにして、デモルームも拡大し、「映

像に関する研究施設」というコンセプトにしま

した。社員一人ひとりが好きな分野を勉強した

りチャレンジして、自己実現ができるオフィス

にして、それが最終的に仕事につながればいい

なという思いが込められています。

――リアルイベントやライブが社会に果たす役

割について、どうお考えですか

磯部　リアルで人が集まることは人間の社会生

活を豊かにするために絶対必要なんだと改めて

思います。世の中はデジタル化が進んでいます

が、VRも思ったより進んでいない。結局リア

ルの空間の中にどう映像をインストールするか

というのが我 の々メインドメインです。リアルと

映像の融合、そこがレイとして目指す方向だと

思っています。

――経営面で変えていきたいことは

磯部　創業者の二人は資本家で、私は社長だ

けど労働者なんですよ。近江商人の「三方よし」

じゃないですけど、社員も含めたステークホル

ダー全体への責任を強く意識したい。機材だけ

ではなく、人への投資が重要と考えています。

教育だけでなく、オフィスの環境も、働き方も、

社内の交流も、進めていきたいですね。

――最後に、3 〜 5 年後の目標と若手社員へ

のメッセージをお願いします

磯部　今 460 人ほどいる社員を500 人に増や

して、みんなが好きなことをしてサラリーがも

らえる会社にしたいですね。所信表明でもはっ

きり言ったんですが、惰性で仕事をしてほしく

ないし、「食うためだけにここにいる」という人

には来てほしくない。

　若い人へのアドバイスは「その場を楽しめ」

ということです。

　ミスをしても、いい経験をしたと思うだけで

全然違う精神構造になれる。ものの見方を変え

るだけで事象が変わってくる。

そういう感覚が若いうちから持てると、仕事は

ずっと面白くなると思います。調べれば詳しく

なれるし、詳しくなれば好きになる。知る手段

はいくらでもある時代なんですから。

新  社長インタビュー

株式会社レイ　代表取締役社長　磯部陽一（いそべ よういち）氏　1966年7月4日
生。1987年6月入社。機材レンタル営業、企画制作プロデューサーを経て、2014年よ
り上海光泉会展有限公司 董事総経理として4年半赴任。帰国後、コミュニケーション
デザイン事業本部長、管理ユニット本部長を歴任し、2023年8月取締役就任。2026
年3月、代表取締役社長に就任。
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読者Profile

大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい
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FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

大阪万博、関係者が語る
JEDIS

訪日市場の現在地は
THE INBOUND DAY 2026

キャスティング DX で業務効率化
MICE プラットフォーム

　日本イベント業務管理士協会

（JEDIS）第 29 回定例総会が５月22

日、東京都千代田区のテラススクエ

アで開催された。総会後には大阪・

関西万博に携わった３名による座談

会も開催された。

　㈱マッシュの伊東睦啓氏はアルメ

ニアのパビリオン受注契約交渉と機

運醸成のための駅伝をプロデュース

した。㈱電通の岡市隆士氏は延べ

370 人のスタッフを 184 日間、熱中

症者ゼロで管理した。㈱ハートスの

阪岡裕貴氏は当時、出展企業に転職

し参加。130 万人を集めた企業館を

　訪日ラボ主催のインバウンドカ

ンファレン ス「THE INBOUND 

DAY 2026 - インバウンドの現在

地 -」が、2026 年 8 月 7 日（金）に

TODA ホール＆カンファレンス東京

で開催される。参加想定人数 5,000

人、オンライン同時配信あり。5 月

21日より参加登録受付を開始した。

　元サッカー日本代表で日本酒・日

本文化の世界発信を手がける中田

英寿氏をはじめ、うなぎの寝床・鎌

倉シャツ、Google・Booking.com・

TripAdvisor などのグローバルプ

ラットフォーマー、京都市長・地域

DMOまで多彩な実務者が登壇予定。

イベント・MICE 関係者にも示唆の

多いプログラムが期待される。

運営した。後半には元内閣官房国際

博覧会推進本部事務局次長の井上

学氏も登壇し、大阪・関西万博のレ

ガシーや来年３月開幕の GREEN×

EXPO 2027 の意義と展望を語った。

　イベントの多様な専門領域をカ

バーする人材が一堂に集い、多彩な

知見と熱量が結集した総会となった。

　ソフトバンクグループのMICEプラッ

トフォーム株式会社は 5月18日、イベ

ント主催者と出演者をつなぐキャスティ

ングサービス「MICE Casting」の本

格提供を開始した。

　従来のキャスティング業務は人脈や

既存ネットワークに依存するアナログな

手法が主流で、出演者探しや条件調

整に多大な時間と手間を要することが

課題となっていた。新サービスでは、タ

レント・講師・司会者・専門家など幅

広い分野の出演者候補を検索・比較、

出演依頼から条件調整までをオンライ

ン上で完結できる。企業イベントや社

内研修など多様なシーンでの活用を想

定。業界全体のDX 推進を目指す。

JEDIS「第 29 回定例総会」併催講演会

キャスティングサービス「MICE Casting」

元サッカー日本代表の中田英寿さんも登壇

　プロジェクションマッピング国際

アワード TOKYO 実行委員会主催、

東京都共催の光の祭典「TOKYO 

LIGHTS 2026」が、5 月 23 日から

31日までの 9日間、東京・西新宿エ

リアで開催された。

　会場は2か所。都庁第一本庁舎 都

民広場では世界最大級のプロジェク

ションマッピング国際大会「1minute 

Projection Mapping Competition」

を実施（5 月 23・24・30・31日の 4

日間）。新宿中央公園では、光のアー

トインスタレーション「Light Art 

Park」が 9 日間の期間中 22 時まで

展開された。

　公式アンバサダーとして参加した

女優・土屋太鳳さんは「都庁を中心

とした高層ビル群と自然豊かな公園

が隣接する都市空間に、想像以上に

光の演出が馴染んでいて強い感動を

覚えた」と語ったほか、5 月31日の

Grand Finaleにも登壇し、スペシャ

ルトークステージを行なった。

　「Light Art Park」では、英国人

芸術家ルーク・ジェラム氏による日

本初上陸の巨大地球型インスタレー

ション「GAIA」（直径 7m）をはじめ、

全 12 作品を展示。総合演出の小橋

賢児さんは「東京でもこのイベント

を『点』から『面』へと展開させる

ことで、より大きな価値が生まれる」

と、公共空間を活用した夜間体験の

広がりに期待を寄せる。

　「1minute Projection Mapping 

Competition」は今年、「Dialog- 対

話」をテーマに掲げ、大会史上最多

となる世界 65の国と地域から412 作

品が集結した。投影建築は、昨年ま

での明治神宮外苑・聖徳記念絵画館

から都庁へと変わり、技術的難易度

も上昇。総合プロデューサーの石多

未知行さんは「新しい環境や技術的・

テーマ的な難題がクリエイターのモ

チベーションになる」と語り、過去

最大規模の参加作品数に結びついた

とみる。

　主催者側はインバウンド需要の回

復とナイトタイムエコノミーへの注目

を背景に、「新たな夜の観光資産」の

創出を掲げる。西新宿エリアには約

7000 室のホテルが集積し、欧米系リ

ピーターを中心にほぼ満室で稼働し

ている。夜間コンテンツの充実が滞

在者の東京体験の質を高め、口コミ

によるインバウンド促進につながる

という戦略的意義も大きい。

　公共空間・民間・行政が連携し、

都市体験そのものを更新しようとす

る「TOKYO LIGHTS 2026」 は、

イベントが都市戦略の一翼を担う可

能性を体験として示している。

（全文は web 版へ）

東京の夜を、光が塗り替える
　 ―― 「TOKYO LIGHTS 2026」

「TOKYO LIGHTS2026」は新宿中央公園での「Light Art Park」（写真上）と都庁第一
本庁舎 都民広場での「1minute Projection Mapping Competition」（下）の２箇所で展
開された
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